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本レポートに掲載されている「エコクリスタ、ピューリック」は、オルガノ株式会社の登録商標または商標です。

社名の由来
当社の基幹材でありますイオン交換樹脂は、天然産の無機ゼオライトに対して、有機ゼオライト（オルガニックゼオライト）、
略名［オルガノライト］と呼ばれており、これが当社の社名の由来です。

読者の皆さまへ

　オルガノグループは、私たちにとって大切なステークホルダーの皆さまと積極的な対話を促進するために 

オルガノグループレポートを2020年より毎年発行しています。このレポートでは、長期経営計画であるORGANO 

2030を実現するための事業環境・経営戦略を支える財務情報、そして成長を支える基盤としての「環境・社会・

ガバナンス（ESG）」といった非財務情報を掲載しています。
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環境：TCFD提言に基づく情報開示
気候変動は当社グループの事業活動に
影響を及ぼす重要課題の一つです。
TCFDの気候関連開示フレームワーク
に沿って情報を開示します。

トップメッセージ
業績が好調な今こそさらなる成長を 
目指し、近い将来を見据えた準備を整え、
当社グループが新たなステージに移行 
するために変わっていくべき大切な時期
だと考えています。
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目 次

●  人的資本の強化と生産性の向上に注力し新たなステージを目指す当社社長のメッセージ
●  当社の価値創造プロセスを軸に、価値創造の源泉となる経営資本を開示し、経営戦略の実行力を訴求
●  サステナビリティについては、人的資本戦略、TCFD提言に基づく情報の充実

　本レポートを通じて、当社が技術で社会課題を解決し持続可能な社会の実現に貢献する企業であることを 

ご理解いただけますと幸いです。当社は引き続き、ステークホルダーの皆さまへの適時・的確な情報開示と 

積極的な対話を通して、さらなる企業価値向上につなげてまいります。

［ 参考にしたガイドライン ］
IFRS財団「国際統合報告フレームワーク」
経済産業省「価値協創ガイダンス」
環境省「環境報告ガイドライン（2018年版）」
ISO26000:2010 社会的責任に関する手引き

［ 将来の見通しに関する注意事項 ］
本レポートの将来の見通しについての記述は、現時点で入手可能な情報に基づき合
理的と判断したもので、リスクや不確実性を含んでいます。実際の業績は、さまざまな
要因の変化により大きく異なることがあることをご承知おきください。
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個別ミーティング

情報開示体系（コミュニケーションの全体像）

サステナビリティ
https://www.organo.co.jp/sustainability/

IR情報
https://www.organo.co.jp/ir/#ir

イントロダクション

人材戦略
国内事業、海外事業のさらなる展開を 
図るためにも、多様な人材の採用、育成
体制の強化が重要であり、従業員の 
エンゲージメント向上を図りパフォーマン
スの最大化を目指します。

読んでいただきたいポイント
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